
中国企業における農村戸籍者と都市戸籍者＊

―「労働生活の質」に関する調査研究（２）―

李 為＊＊

１．はじめに

本稿は、「中国における職業生活意識－「労働

生活の質」に関する調査研究（１）」と題する前

稿（『関西 学 院 大 学 社 会 学 部 紀 要』第８２号

（１９９９．３．３０）pp.１９７－２０９）の続編である。前

回は調査結果を分析することによって、職業生活

意識を中心に、（不）公平感と意識構造に重点に

おき検討した。とりわけ、組織内（不）公平感と

社会的（不）公平感という区別に着目した。

本稿では、農村戸籍者と都市戸籍者の職業選

択、「関係」と呼ばれる就職経路、職業移動に対

する職業意識から見た地域差について分析をすす

めることにする。使用データは、前号にも記した

ように、中国の近代化に関する研究の一部とし

て、筆者が中国で実施して得たものである。調査

票の質問項目は、１９７９－１９８５年の関西学院大学を

中心とした研究グループの産業班１）が実施した

「労働生活の質」に関する従業員意識調査項目を

ベースにした。企業、合弁企業、郷鎮企業、その

他の従業員が対象である。回収した有効サンプル

数は、１２９５人分で、有効回収率は約８５％であった。

地域別でみると、天津７０１票、北京３３６票、上海９３

票、武漢１３２票、平江県３９票となっている。

２．問題の所在

工業化と近代化が進んでいる中国では、いちじ

るしい職業分化が起こっている。８０年代に始まっ

た経済改革の政策によって、農業における余剰労

働力は都市部へ移動することになったが、その移

動には二つの時期的な特徴がある。第一の特徴は

「離土不離郷」（農耕地から離れるけど村から離れ

ない）である。これは８０年代で、移動コストの安

さが目立ち、郷鎮企業や小型都市の発展に重要な

役割を果たした。第二の特徴は「離土又離郷」（農

耕地と村から共に離れる）である。９０年代に入っ

て、第一の時期に比べ、もっとも大きな利益の獲

得を期待しながら東部の沿海都市に移動してい

た。これによって「民工潮」という社会現象が現

われた。すなわち、都市に入った農民は「農民工」

と呼ばれ、農民工の規模は次第に拡大しつつある

ことを指して「民工潮」と呼ばれているのである。

「農民工」に呼ばれているのは、農民が農村戸籍

を保持しているままで、工業に従事するこという

意味である。中国国家統計局が実施したサンプル

調査２）によると、１９７９年から１９８８年まで毎年平均

５４万人ほどの農民工が都市に入ってくる。１９９３年

は３０００万人に達した。さらに１９９８年末に農村から

都市への移動人口が８０００万人あまりに達した。そ

のうち女性は４５００万人あまり占めている。とくに

若い女性（１６才から２５才までの平均２１．２才）がほ

とんどであるため、「打工妹」（出稼ぎ姉ちゃん）

と呼ばれている。本稿で使う農民工という概念

は、農村から都市へ出稼ぎのすべての農村戸籍者

を指し、業種の如何は問わない。しかし、戸籍制

度が存在している今、一口に人口移動といって

も、戸籍の移動を伴う人口移動と戸籍の移動を伴

わない人口移動を区別する必要がある。戸籍の移

２）『中国青年報』１９９９．７．１

１）日本側の調査データと調査票の使用にあたって、その許可を下さった牧正英先生（関西学院大学社会学部教授）、
遠藤惣一先生（関西学院大学総合政策部教授）、西山美瑳子先生（元関西学院大学社会学部教授）に感謝を申し
上げたい。
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動を伴う人口移動は正式に許可されるものなの

で、「正式遷移人口」という。これに対して、戸

籍の移動を伴わない人口移動は、戸籍登記状況に

おいて「暫住人口」あるいは「外来人口」という。

すなわち「正式遷移人口」に対して「非正式遷移

人口」と呼んで、これらを区別するわけである。

最近の調査によるところ、「非正式遷移人口」が

都市では増えつつある３）。このように、戸籍制度

によって人口移動が区別され、「非正式遷移人口」

が社会と都市に対してその存在が増しているが、

民工潮及び農村余剰労働力の移動のコストも増し

ている。それは９０年代に入って、都市部の失業問

題が顕著となったが、政策において、就職機会の

創出によって失業者数を減らすことと、就業拡大

というような政策的な操作によって解決しようと

しているが、現実には都市の失業問題は解決され

ていない。８０年代から導入し始めた市場経済は、

その市場メカニズムが労働力市場において、徐々

に機能しはじめているように見られる。企業は雇

用契約制システムを導入し、余剰人員を削減しよ

うとした。しかし、前稿に述べたように、余剰人

員を削減することによって伴った失業者は完全失

業であると言い難く、「下崗工」と呼ばれている。

制度的な立場から、失業しても最低生活水準を維

持しなければならないので、一定の生活手当を失

業者に与えている。このように、市場メカニズム

は都市の失業者間では、それほど顕著な機能が現

われていないが、農村戸籍者と都市戸籍者との間

では、機能しはじめた兆候が見られる。

本稿では、このような社会的変化を踏まえなが

ら、中国企業の農村戸籍者（農民工）と都市戸籍

者（都市住民）における差異がどのようなものか

をみてみたい。その前に職業移動や職業地位な

ど、調査に含まれている関連項目についてのいく

かの先行研究を批判的に検討しておこう。

３．先行研究の問題点

労働力移動と都市における失業の関係に関する

研究としては、とりわけ経済学では Todaro４）モデ

ルがよく知られている。これまで多くの経済学者

と政策立案者がそれに影響されてきた。Todaro

モデルには二つの結論が含まれている５）。第一の

結論は、移動量と移動率は就職確率の変化に従い

変化すること。すなわち、都市の就職チャンスが

多ければ多いほど、農村からの労働力移動の規模

が増大するが、都市の失業率も上昇する。第二の

結論は、都市の就職チャンスは労働力の移動行為

に影響するため、農村労働力の移動は基本的に都

市の就職確率に対する理解によって移動するか否

かという意志決定を行うこと。したがって、移動

行為は相当に「盲
�

目
�

的
�

な
�

」行為であると指摘され

た。さらに都市政策として就職機会の創出への努

力は都市失業率への解消にならず、農村労働力の

都市へのさらなる移動を導くため、農
�

村
�

か
�

ら
�

の
�

労
�

働
�

力
�

移
�

動
�

を
�

制
�

御
�

す
�

べ
�

き
�

だという政策提言も行っ

た。その根拠は、都市において、実際収入×就職

確率＝期待収入 という図式である。就職確率と

は都市で仕事につく確率を指す。Todaroモデル

では都市での就職確率と都市の失業率とは逆相関

の関係にあるため、すなわち、仮に実際収入が一

定とすると、失業率が高ければ期待（expected）

収入が低くなる。期待収入が低くなればなるほ

ど、農村労働力移動に対する魅力が薄くなる。反

対に、失業率が低ければ予想収入が高くなる。期

待収入が高くなればなるほど、農村労働力移動に

対して魅力的になる。

さらに、Todaroはもう一つの論文６）で、政策提

５）ここでの筆者の目的は Todaroの演算数式のモデルについての検討にあるのではなく、それによって得られた結
論を検討することにある。

４）Michael P. Todaro, A Model of Labor Migration and Urban Unemployment in Less Developed Countries,
American Economic Review, Vol.５９March１９６９. pp.１３８－１４８

３）『１９９５全国１％人口抽様調査資料』（中国統計出版社１９９７．１ pp.５３８－５３９）によると、１９９５年１０月１日零時の
北京、上海、天津の「住居は当地で半年以上、戸籍は地方」、「住居は当地で半年未満、戸籍登録地から離れて
半年立つ」と「住居は当地、戸籍は未定」は、調査人口数に占める割合が北京（１３．９％、０．２５％、０．４８％）、上
海（１０．７％、０．４３％、０．４６％）、天津（９．８％、０．２５％、０．４８％）で、すなわち「非正式遷移人口」は北京１４．６３％、
上海１１．５９％、天津１０．５３％である。

６）John R. Harris and Michael P. Todaro, Migration, Unemployment and Development: A Two-Sector Analy-
sis, American Economic Review, Vol.６０March１９７０. pp.１２６－１４２
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言として量的にも農村労働力の移動規模を制御す

る必要があると主張した。この理論の背景は、農

村労働力の都市への移動には盲目性があるため、

失業状態に陥りやすい。論理的には就職確率と移

動規模の関係が成り立つかもしれないが、現在中

国の農村労働力の移動という経験的な事実をどの

程度説明することができるのだろうか。農民工の

職探しはほとんど「関係 guanxi」によって実現

しているのである。「関係」とは地縁関係、血縁

関係、親族関係などのインフォーマルな関係を指

す。農民工は都市に入るためのコストとリスクを

最小限に収めようという心理的な作用によって、

「関係」を利用して、確実に仕事を見つけるまで

第一次の職業移動を慎重に行う傾向がある。「関

係」を利用することによって就職確実は高くな

り、西も東も分からない都市に行って一人で職探

をするよりはずっと合理的である。まず、行き先

の条件（仕事内容や収入条件など）がよければ、

移動の意志決定を行う。農民工は移動しようとす

るとき、一般的な収入情報と就職情報に従い、移

動か否かを決断する方がよほど盲目的な行為であ

る。

次に、最近の中国研究者たちはこの理論に似た

論点を主張している。たとえば、社会心理学者沙

蓮香７）は、「農山村から都市に流動してきた「農

民労働者」は、城鎮の労働者に就業に影響を与え

るだけでなく、城鎮の失業の受け入れ能力にも影

響している」と述べている（沙蓮香１９９８. p.１２０）。

「農山村の余剰労働力のこの大量の流動は、依然

として農山村の余剰労働力の就業要求を満たして

いない。新たに増した生産力の成長速度にも追い

つけない状態である。反対に「農民工」の形で城

鎮の各企業の間に流動したりする大量の労働力

は、城鎮の就業を非常に困難な状態に陥れて行っ

た。」（ibid., p.１２２）。貧困農山村の実地調査結果

をあげながら「農山村から都市に流動してきた農

民労働者」がとても脅威的な存在となっているこ

とを指摘している。

社会学者李強８）は、全国規模の調査研究を通し

て、「農民工の職業移動と職業地位」と「都市居

民の職業移動と職業地位」の比較を行った。ISEI

（International Socio-Economic Index）方法を

用いて職業地位の上昇・下降を測定した。農民工

と都市居住民のはじめての職業移動と第二回目の

職業移動後の職業地位変化を比較した結果、農民

のはじめての職業移動後の職業地位は ISEIの

（平均）１１．２７ポイントが上昇したが、都市居民の

ISEIの（平均）１９．１３ポイントより低かった。し

たがって「農民工の職業移動は都市居民のように

熟慮した行動ではなく、盲目性的な行動である」

（李強１９９９．p．９７）と主張した。続いて、第二回

目以降の農民工の職業移動に関しては、職業地位

の変化はほとんど見られない。あるいは変化が

あってもわずかなものである。これに対して都市

住民は第一回目とそれ以降の職業移動後の職業地

位変化は普遍的に農民工より高い。雇用関係から

みると、都市住民と同じように企業身分と企業利

益を享受していないため、農民工は都市において

彼らの社会地位が就職先の企業地位とあまり関係

しない。さらに、農民工は都市での経験的な蓄積

がないことや都市戸籍がないため、不安定な立場

にいる。したがって、農民工の職業移動前と職業

移動後の相関性が低い。逆に、都市住民の職業移

動前と職業移動後の相関性は高い。（ibid.，１９９９.

pp.９９－１０１）

筆者は、中国の場合、農民工の職業移動と職業

地位には二つの異なる情況があると考える。ま

ず、農民の職業移動は以上に指摘されたように盲

目的な行動だとはいえない。途上国の中国社会の

特徴は確かに伝統的な要素が存在しているが、伝

統的な社会行為はすべて非合理的な行為だといえ

ないと思う。農村労働力の都市への職探しは、ほ

とんど求人情報や就職情報によらず、社会関係（地

縁、血縁、親族など）に頼っているのは事実であ

る。しかし、移動動機からみると、やはり、利益

比較の観点に立っている。現在中国の農業は都市

の第二次産業と第三次産業に比べると、農業相対

的利益は低い。そして、近年の農業生産手段のコ

８）李強著「中国大陸城市農民工的職業流動」『社会学研究』中国社会科学院社会学研究所 １９９９年第３期 pp.９３
－１０１

７）沙蓮香著／李為訳 「現代中国社会の変動：中国の城鎮の失業に関する研究」『総合政策研究』No.５関西学院
大学総合政策部研究会 March１９９８. pp.１１９－１２９
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ストは増加しつつある。農業コストの増大による

農業収入の減少を意識すうることによって、移動

の意向が強まる。したがって、農民の職業移動は

合理的な移動である。もう一つは農民工の第二回

目以降の移動に職業地位の上昇がほとんど見られ

ないという事実の根本的な原因は、戸籍身分制の

制限にある。確かに農民工自身の問題があるかも

しれない。たとえば、教育水準の低さ、特殊技能

がない９）などの問題が存在している。都市居民の

条件より確かに劣っているが、学習によって補う

ことが可能である。身分は社会移動に影響を及ぼ

すという知見は、すでにマックス・ウェーバーに

よって指摘されている（M. Weber，１９９７）。戸籍

身分制の制限は「機会の不平等」をもたらす。次

節では、制度１０）や政策としての戸籍身分制の問題

について詳しく見てみよう。

４．戸籍身分制における問題点

１９４９年以降、中国では厳格的な戸籍管理制度が

実施された。農村と都市という境界線がはっきり

と引かれたため、農村戸籍と都市戸籍が長期にわ

たって閉鎖性を持つことになった。改革開放以前

は社会移動率がかなり低い水準にあった。当時は

労働者、農民、幹部という三大身分ブロックがあっ

て、同じ身分ブロック内においては身分的な距離

間は小さく、個人収入の差もあまりなかった。労

働部門と人事部門の区別は、労働部門と人事部門

における労働力移動を抑止する結果を生んだ。労

働部門は労働者の就職を主管している。人事部門

は幹部の移動を主管している。幹部の採用は大学

卒業生から国家的統一分配によるか、あるいは人

事部門の募集によって採用されて、正式な幹部に

なる。「国家幹部」として各レヴェルの人事部門

に移動する。職業の選択余地も少ないかわりに、

人は働く場所と相対的な安定した関係が保障され

た。伝統的な戸籍制度は政権の下部構造において

機能し、同時に統計調査の基礎である。その機能

的な役割は社会治安と政権の安定の維持にあっ

た。

１９７９年以降、戸籍制度は少し緩和されている

が、それでもなお職業移動と職業地位の獲得に

とって重要な役割を果たしている。現行の戸籍制

度は都市住民と農村住民とに区別し、権利、機会

などにおいて両者を差別している。特に政策的

に、農村人口が都市人口に変わることを極力に制

限している。この閉鎖的な人口管理制度は労働力

移動の「二元構造」という特徴をもたらした。

農民工の社会移動を中国国内の「労働力市場の

二重構造」１１）によって説明すれば、すなわち、「優

位にたつもの」と「劣位に落ち込んでいるもの」

という社会現象が存在している。都市に住んでい

る人がやりたくない仕事（例えば汚い、きつい、

危険な仕事）を農民工がやっている。この二重構

造の労働力市場があるこそ、農民工が都市に入っ

てくる。しかし、筆者が実施した調査によれば、

やはり戸籍制度によって農民工が不利な立場にあ

ることが明らかに見えてくる。今回の調査によっ

て得た結果は都市の農村戸籍者が少数人口であ

り、１８．５％を占めている。この数字は『全国１％

人口サンプリング調査資料』の結果とほぼ一致し

ている。就職経路についての答えでは、都市戸籍

者が友人縁故紹介に頼るのは２９．３％であるが、農

村戸籍者が友人縁故紹介に頼るのは７５％である。

正当な経路選択においては都市戸籍者の方が優位

にある。居住環境においては都市戸籍者の６０．６％

が社宅を利用しているのに対して、農村戸籍者の

方は１５．８％程度である。職業安定度と職務地位か

ら見ても農村戸籍者は都市戸籍者より劣位にあ

る。ここで明らかに Todaroが指摘したような「二

重構造」のほかに、中国の場合の戸籍によって、

同じ（都市）企業内における「優位にたつ」都市

戸籍者と「劣位にたつ」農村戸籍者との差異はも

う一つの「二重構造」を生んでいる。（表１参照）

９）ibid., p.１００
１０）ここでいう「制度」は戸籍制度に限定している。
１１）Michael P. Todaro著／鵜川武久訳『発展の経済学』日韓文化出版社１９８１. pp.９７－９９
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今回の調査では、戸籍と現在の職務の関係をク

ロスさせた結果、都市戸籍者の内訳は労働者

５０．０％、班長・組長５．６％、現場の管理職３．６％、

工場の管理職１５．１％、現場の技能管理職０．７％、

工場の技能管理職３．８％、技能職一般技能４．３％、

専門技術スタッフ７．８％、その他８．５％となってい

る。農村戸籍者の内訳は労働者８８．９％、班長・組

長３．８％、現場の管理職０．４％、工場の管理職

０．９％、現場の技能管理職ゼロ％、工場の技能管

理職０．４％、技能職一般技能３．８％、専門技術スタッ

フ０．９％、その他９％である（表２参照）。農民工

の第二次職業移動は都市戸籍者のような職務にお

ける経験的な蓄積がないため、農民工の第二次以

降の職業地位上昇度がほとんど都市戸籍者より低

い１２）。職務の経験的な蓄積も重要な要素である

が、実際、それより上回る農民工が都市に置かれ

ている状況ははるかに重要ではである。

今回の調査では、戸籍と勤続年数との関係を見

てみると、都市戸籍者の勤続年数は比較的バラン

スに取れているが、農村戸籍者の勤続年数は一年

以内４４．７％、一年以上二年以内２４．９％、二年以上

三年以内７．２％、三年以上四年以内１０．５％、四年

以上六年以内７．６％、六年以上十年以内２．５％、十

一年以上二十年以内１．３％、二十年以上は１．３％で

あった。農村戸籍者の勤続年数は八割近い三年以

内である（表３参照）。戸籍と現在の職種につく

までの経路の関係は、農民戸籍者の１９．８％が「職

種がずっと同じ」と答え、都市戸籍の１３．８％より

高い。新卒配属においても都市戸籍者の２６．２％に

対して。農村戸籍者は１０．８％であった。（表４参

照）

さらに今回、天津での調査では、次の事例があっ

た。元農村戸籍の大学卒業生はしばしば企業の採

用対象から外された。また、就職活動をやってい

る大学生 Aさんは、広告の求人情報を見て、応

募しに行ったが、応募の第一の条件はもとの都市

戸籍の人でなければならないと限定され、ショッ

クを受けた。採用側の企業の説明では上層部門の

規定があるから採用ができないと言われた。確か

に農村戸籍人口の都市への移動を制限しようとい

＜表１＞ 都市企業における農村戸籍者と都市戸籍者の対比 （ ）は今回の調査度数

戸籍種類

比較項目
都市戸籍者 農村戸籍者

出身地 市内（都市と城鎮）（８３．１％） 農村（農村と漁村）（８９．８％）

就職経路 友人縁故紹介（２９．３％） 友人縁故紹介（７５％）

職業安定度 比較的安定（勤続年数三年以内３１．４％） 不安定（勤続年数三年以内７６．８％）

居住環境 社宅（６０．６％） 社宅（１５．８％）

職務地位 管理職や技術職の割合が高い（２５．３％） 管理職や技術職の割合が低い（６．４％）

１２）李強著「中国大陸城市農民工的職業流動」『社会学研究』中国社会科学院社会学研究所 １９９９年第３期 pp.９３
－１０１

＜表２＞ 戸籍と現在の職務のクロス表

現在の職務

労働者 班長・組長
現場の
管理職

工場の
管理職

現場の技
能管理職

工場の技
能管理職

技能職一
般技能職

専門技術
スタッフ その他 合計

戸
籍
都市戸籍 度数

戸籍の％
５１４
５０．５％

５７
５．６％

３７
３．６％

１５４
１５．１％

７
．７％

３９
３．８％

４４
４．３％

７９
７．８％

８７
８．５％

１０１８
１００．０％

農村戸籍 度数
戸籍の％

２０９
８８．９％

９
３．８％

１
．４％

２
．９％

１
．４％

９
３．８％

２
．９％

２
．９％

２３５
１００．０％

無戸籍 度数
戸籍の％

６
６０．０％

１
１０．０％

２
２０．０％

１
１０．０％

１０
１００．０％

合計 度数
戸籍の％

７２９
５７．７％

６７
５．３％

３８
３．０％

１５６
１２．４％

７
．６％

４０
３．２％

５５
４．４％

８１
６．４％

９０
７．１％

１２６３
１００．０％

（p＜．０００００ Missing＝３８）
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う政策的な意図もあるが、企業側の本音はむしろ

それを口実に、元農村戸籍の卒業生が企業に入っ

てから、住宅提供などの生活面での面倒を見なけ

ればならないことや、元現地の都市戸籍の卒業生

を採用するなら、「面倒」なことが少なくてすむ

という腹があるのかもしれない。農村から都市の

大学に進学した大学生は、入学した時点からもと

の農村戸籍を都市の所在大学に移動し、卒業就職

したとき、就職先企業の所在地に従い、戸籍を再

び移動させる。現在、多くの企業の求人は学歴、

専門技能、資格または試験といった能力によって

人材を集めているが、Aさんの例から見ると、こ

れ以前の問題が存在しているように思われる。

農村戸籍者は職業地位を上昇させるため、大学

に進学するというコースがあるが、改革以前の計

画体制では統一分配という卒業後の保証があっ

た。しかし、現在は、市場競争の原理を導入しつ

つある中で、そういった保証はなくなり、自分の

努力によって職探しをしなければならない。都市

での大学四年間ではどれほどの「関係」が作れる

かが、卒業就職を左右するだろう。もちろん、中

には都市戸籍の相手と結婚するという選択肢もあ

るが、結婚してもすぐ都市戸籍を得られるわけで

はない。都市での就職が決まれば、就職先が発行

した証明書を持って戸籍移動の手続きが可能にな

る。昨年末から検討され始めているが、既婚夫婦

が生まれた子供は父親あるいは母親のどちらかが

都市戸籍であれば、その子供は都市戸籍をとれる

という法的な改正が行われようとしている。現在

各地方でそれぞれの地方の情況に照らして、法的

な規定を定めているようである１３）。一種の国内移

民政策だと考えられる。

以上の分析から、企業の農村戸籍者と都市戸籍

者の基本的な差別をもたらしたのは、完全に政策

選択の結果であり、移動には戸籍という伝統的な

体制が依然として介在していることが分かる。

＜表３＞ 戸籍とこの会社の勤続年数のクロス表

この会社の勤続年数

１年以内
１年以上
２年以内

２年以上
３年以内

３年以上
４年以内

４年以上
６年以内

６年以上
１０年以内

１１年以上
２０年以内

２０年以上
３０年以内 ３０年以上 合計

戸
籍
都市戸籍 度数

戸籍の％
１７３
１６．７％

７５
７．３％

７６
７．４％

５３
５．１％

１２６
１２．２％

２３１
２２．４％

１８９
１８．３％

９８
９．５％

１２
１．２％

１０３３
１００．０％

農村戸籍 度数
戸籍の％

１０６
４４．７％

５９
２４．９％

１７
７．２％

２５
１０．５％

１８
７．６％

６
２．５％

３
１．３％

３
１．３％

２３７
１００．０％

無戸籍 度数
戸籍の％

５
５０．０％

３
３０．０％

１
１０．０％

１
１０．０％

１０
１００．０％

合計 度数
戸籍の％

２８４
２２．２％

１３７
１０．７％

９３
７．３％

７８
６．１％

１４４
１１．３％

２３８
１８．６％

１９３
１５．１％

１０１
７．９％

１２
．９％

１２８０
１００．０％

（p＜．０００００ Missing＝２１）

＜表４＞ 戸籍と現在の職種につくまでの経路はのクロス表

現在の職種につくまでの経路は

職種はず
っと同じ

職種は前と
変わった

転職後の
職種同じ

転職後の職
種変わった 新卒配属 その他 合計

戸
籍
都市戸籍 度数

戸籍の％
１３０
１３．８％

２５５
２７．１％

７４
７．９％

１５７
１６．７％

２４６
２６．２％

７８
８．３％

９４０
１００．０％

農村戸籍 度数
戸籍の％

４２
１９．８％

６５
３０．７％

７
３．３％

３６
１７．０％

２３
１０．８％

３９
１８．４％

２１２
１００．０％

無戸籍 度数
戸籍の％

１
１２．５％

３
３７．５％

３
３７．５％

１
１２．５％

８
１００．０％

合計 度数
戸籍の％

１７３
１４．９％

３２３
２７．８％

８１
７．０％

１９６
１６．９％

２６９
２３．２％

１１８
１０．２％

１１６０
１００．０％

（p＜．０００００ Missing＝２４１）

１３）『中国青年報』１９９９．７．１
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５．「関係（guanxi）」という就職経路

どんな社会でも一つの職業獲得は社会構造の要

素および就職者の主観的能力とチャンスなどの要

素的な相互作用によって実現される。理想的な職

業につきたいという主観的な就職期待は不可能に

近い。改革以前の計画経済においては、社会構造

的な要素は個人の就職を大きく左右した。個人的

な要素は影響していないように見えるが、しか

し、実際には、政治的態度、戸籍身分制度、家庭

のような親族関係と社会関係のような要素が個人

の就職獲得にも影響を与えている。前節では戸籍

身分制度に問題を指摘してきたが、次に就職経路

について検討してみたい。

就職経路は歴史的にみて、主に三つのものが考

えられる。第一は、計画経済の時代の経路は国家

統一分配であった。この種の経路は計画経済体制

に依存していた。現在は、市場経済の導入によっ

て、この経路は昔ほど主要な経路ではなくなった

が、一定の範囲で依然として機能している。第二

は、労務市場と言う経路である。この種の経路は

労働職業紹介所、広告求人、マスメディア、雑誌

などの求人情報による供給と需要といった市場的

労働力関係による。第三は、社会関係である。社

会学ではソーシャルネットワークという概念で説

明しているが、これは就職経路にとっての一つの

社会的資源として役割を果たしている。中国にお

ける日常的な表現は「関係」あるいは「路子

（luzi）」である。この関係は個人間の特定な関係

を指す。たとえば、家族成員、親族関係、同窓生、

同僚、同郷、友人などのような「関係」で、人々

はこれらの関係を通して多様な協力関係を作り上

げている。この「関係」は中国では特に発達して

いる。筆者が今回の調査によって得た結果によれ

ば、「この会社に入るようになった経路は」とい

う質問に対する答えは、都市戸籍の場合、家族親

族友人縁故紹介２９．３％、労働職業紹介所２４．７％、

卒業時の分配措置１１．３％、新聞雑誌の広告２．８％、

退職父母の代わりで１．６％、正規の人事異動１５．２％

であった。農村戸籍の場合、家族親族友人縁故紹

介７５．０％、労働職業紹介所１９．５％、卒業時の分配

措置１．７％、新聞雑誌の広告１．３％、退職父母の代

わりでゼロ％、正規の人事異動１．７％であった。

無戸籍の場合、家族親族友人縁故紹介６０．０％、労

働職業紹介所１０．０％、卒業時の分配措置１０．０％、

新聞雑誌の広告１０．０％、退職父母の代わりで

１０．０％、正規の人事異動ゼロ％であった（表５参

照）。労働職業紹介所と卒業時の分配措置を選択

したパーセンテージを見ると、農村戸籍者は都市

戸籍者より低い。特に農村戸籍者の卒業時の分配

措置はわずか１．７％である。同時に、新聞雑誌の

広告によるのは、農村戸籍者と都市戸籍者は両方

とも低い。労働職業紹介所を通した職業探しは必

ずしも社会関係によるとは限らないが、農村戸籍

者と都市戸籍者との差はそれほど大きく開いてい

ない。都市戸籍者の卒業時の分配措置と正規の人

事異動によるものはあわせて３７．５％占めている。

農村戸籍者との差が大きく開いている。

続いて「あなたは日常生活の中で何かするとき

に、より考慮するのは何ですか」と言う質問に対

する答えは、都市戸籍の場合、法律１６．３％、国家

政策９．９％、道徳３２．５％、人間関係３９．７％、その

他１．７％である。農村戸籍の場合、法律７．３％、国

家政策６．０％、道徳４１．４％、人間関係４４．８％、そ

の他０．４％である。無戸籍の場合、法律１０．０％、

国家政策ゼロ％、道徳４０．０％、人間関係５０．０％、

その他ゼロ％である（表６参照）。この研究と関

連して、政治学の立場から閔苹１４）の研究（１９８５年

実施した調査研究）では、同じ「あなたは日常生

活の中で何かするときに、より考慮するのは何で

すか」に対する答えは、法律または政策３２．３３％、

倫理および人間関係６５．３２％であった（N＝

１７１５）。そのうち、労働者は法律または政策

３０．９％、倫理および人間関係６７．１１％であった（N

＝３７２）。農民は法律または政策２８．９６％、倫理お

よび人間関係６８．６３％であった（N＝４７１）。年齢

と文化教養のレヴェルにおいて全体平均で倫理お

よび人間関係六割以上を超えていた（閔苹１９９１．

p．２５６）。今回の調査データと比べると（筆者の

１９９８年と閔の１９８５年）、法律または国家政策：（李）

２３．６％＜（閔）３２．３３％、倫理（道徳）および人

間関係：（李）７４．９％＞（閔）６５．３２％である。

１３年の間に、特に倫理（道徳）および人間関係を

１４）閔苹著／丸山昇監訳『中国の政治文化－なぜ民主主義が育たないのか－』田畑書店１９９１. pp.１８５－２６５
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選ぶ行為が強めていることが読み取れる。この変

化において、筆者は市場メカニズムが少しずつ機

能し始め、人々が制度的な制限を回避するよう

に、努力しはじめたためと解釈している。

表６に見られるように、法律と国家政策を選ん

だ割合は都市戸籍者の方が農村戸籍者より高い。

道徳と人間関係を選らんだ割合は都市戸籍者の方

が農村戸籍者より低い。全体から見ると。道徳と

人間関係を選択する割合が法律と国家政策を選択

するより高い。すなわち、日常行為の基準に関し

て、法的意識よりむしろ倫理意識が強い。それは

欧米の法的意識と異なる意味をする。欧米におけ

る法の意味は公平、正義である。中国における法

の意味は「刑」である。これは歴史的要因にある

（閔，１９９１．pp．２２２－２２４）。法的意識の薄弱は

権力に対する依存度の強いという解釈も可能であ

る。

個人はこれらの社会関係という資源の獲得に

よって相互的な協力関係を築いていく。中国の「関

係」も一つの資源として、人々の日常活動中に織

り込まれている。農民工の都市への職探しは、「関

係」を通じて、正式な雇用契約関係を結ぶ前に、

一種の準雇用契約の状態を獲得することができ

る。これによって移動した後に一から職探しをす

るよりは確実性が高くなり、移動に伴うコストと

リスクも減少される。「関係」のような社会資源

の利用はほとんど感情的な要素によって構成され

ている。そこには非合理的な一面があり、近代化

と工業化が進んだ段階での市場競争原理の導入と

いう合理化原理とは、確かに矛盾している。市場

競争と市場化がいっそう成熟度によって利用の度

合いが少なくなるかもしれないが、今回の調査で

は都市と農村で「関係」を選ぶ割合の違いが見ら

れるようである。「関係」という社会資源は、中

国における職探しにとってきわめて現実的に機能

している。むしろ、市場化へのプロセスにおいて、

職業移動と職業地位の上昇にとって重要な手段で

ある。したがって、農民工の職業移動は目的と手

段とも合理的な行動であるように思われる。

＜表５＞ 戸籍とこの会社に入るようになった経路のクロス表

この会社に入るようになった経路

家族親族友
人縁故紹介

労働職業
紹介所

卒業時の
分配措置

新聞雑誌
の広告

退職父母の
代わりで

正規の人
事異動 その他 合計

戸
籍
都市戸籍 度数

戸籍の％
２９９
２９．３％

２５２
２４．７％

２２８
２２．３％

２９
２．８％

１６
１．６％

１５５
１５．２％

４３
４．２％

１０２２
１００．０％

農村戸籍 度数
戸籍の％

１７７
７５．０％

４６
１９．５％

４
１．７％

３
１．３％

４
１．７％

２
．８％

２３６
１００．０％

無戸籍 度数
戸籍の％

６
６０．０％

１
１０．０％

１
１０．０％

１
１０．０％

１
１０．０％

１０
１００．０％

合計 度数
戸籍の％

４８２
３８．０％

２９９
２３．６％

２３３
１８．４％

３３
２．６％

１７
１．３％

１５９
１２．５％

４５
３．５％

１２６８
１００．０％

（p＜．０００００ Missing＝３３）

＜表６＞ 戸籍とあなたは日常生活の中で何かするときに、より考慮するのは何ですかのクロス表

あなたは日常生活の中で何かするときに、より考慮するのは何ですか

法 律 国家政策 道 徳 人間関係 そ の 他 合計

戸
籍
都市戸籍 度数

戸籍の％
１６０
１６．３％

９７
９．９％

３１９
３２．５％

３９０
３９．７％

１７
１．７％

９８３
１００．０％

農村戸籍 度数
戸籍の％

１７
７．３％

１４
６．０％

９６
４１．４％

１０４
４４．８％

１
．４％

２３２
１００．０％

無戸籍 度数
戸籍の％

１
１０．０％

４
４０．０％

５
５０．５％

１０
１００．０％

合計 度数
戸籍の％

１７８
１４．５％

１１１
９．１％

４１９
３４．２％

４９９
４０．７％

１８
１．５％

１２２５
１００．０％

（p＜．０００００ Missing＝６）
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６．結び

以上の分析を通して、中国の職業移動と職業地

位における戸籍身分という制度的な要因および社

会関係という視点から検討し、いくつかの結論が

得られた。第一に、現在中国社会の特徴は法律的

な社会よりむしろ倫理的な社会である。第二に、

農民工の職業移動は盲目的なものではなく、彼ら

が置かれている社会環境と彼らの職業動機と関係

している。第三に、もし中国の近代化をはかる一

つの指標を倫理的な社会から法律的な社会へと変

わっていくだろうと考えるなら、その仮説は「関

係」の強弱変化によって評価することができるだ

ろう。すなわち、「関係」の強度が次第に弱まっ

ていくのではないか、と。しかし、就職経路とい

う経験的な事実から、倫理的な感情が合理的な市

場経済を超越しようという傾向もある。したがっ

て、第三の結論についてさらなる検討が必要であ

ると思う。

今後の研究課題として、次のような先行研究が

指摘されたことを踏まえて進めたい。たとえば

Gilbert Rozman１５）たちの研究では、旧ソ連・日

本・中国の比較研究の視点から、中国近代化につ

いて、社会統合（integration）の要件から中国

における職業選択の動機に関して１１項目の要素を

列挙した。（１）すぐ手に入る給料とボーナスの

誘惑。給与とボーナスにおいて、改革以前の中国

では年功的な要素（政治思想的な要素は大きな

ウェートを占めた）による昇給と昇進（昇進にお

いてそれほどチャンスが多くなかったのに）が一

般的であった。７０年代末まではボーナスは刺激要

素として発達しなかった。改革以後、給与とボー

ナスの役割が重視され、思想重視から金銭重視に

転換した。（２）仕事と関わる家庭利益、たとえ

ば居住、医療保険、年金など。家庭利益において

は主に三つの層がある。上の層はもっとも有利な

層である。この層の人は国家の職員と大都市の国

営企業の従業員である。公的な医療費を受けられ

るし、住宅や退職金などを享受することができ

る。中の層には県あるいは人民公社といったレ

ヴェル国営部門で働いている人々がいる。下の層

には家庭利益を得るチャンスがほとんどない農民

あるいは都市部の街道工場に働いている労働者が

いる。（３）非合法的な個人所得。職業地位を利

用して貴重商品や個人の利益を獲得する情報が得

られる。（４）仕事先の場所の魅力。通勤時間の

かからないと、自分が住んでいるところや親族に

近いこと。（５）長期的な機会に恵まれること。

たとえば仕事の保障と社会から尊敬されること。

（６）創造性のある仕事。すなわち、労働条件が

そのたの選択可能の仕事より退屈でないこと、疲

れないこと。（７）正当化された賛美や崇拝。た

とえば名誉や大衆の喝采を獲得すること。（８）所

属企業からの支持。（９）所属企業あるいは組織

全体の集団利益。（１０）個人利益。（１１）強迫。こ

れは少数の刑務所に入れられた人に対する強制労

働を指す。これらの項目の諸要素は人々の意識に

潜在して、職業選択の動機として、制度的な、政

策的な要素と対抗していたことが指摘された。す

なわち、旧経済体制では物的な刺激は近代化の発

展にとって不利であるとして、なるべく物質的な

刺激を弱めさせることによって近代化の発展にプ

ラスに働くようにした。（Gilbert Rozman１９８１．

pp．４７３－４７８）。

Rozmanたちの分析においては、人間の職業動

機が如何に制度的なものに対して逆機能的に働い

ているかを、これらの項目を通して明らかにしよ

うとしてきた。筆者が中国でのフィールドにあ

たって、今回のデータからも「戸籍」という制度

的な制限から生まれた農民工たちの職業選択行為

には彼らの職業選択動機と深く関わっている要素

が含まれている。今後のデータ分析を通して、こ

れらの職業選択動機と深く関わっている諸要素を

実証的に検討していき、明らかにしたい。確かに

職業選択と職業移動は人間の動機と密接に関係し

ており、偶然性的要素も働いているとはいえ「意

図的」も、希望と実際の欲求も含まれている。し

たがって、全体としてみれば合理的な判断のプロ

セスであるといえる。もし現在の中国における社

会移動が非合理的な移動（盲目的）であるという

なら、それは制度の非合理性によってもたらされ

１５）Gilbert Rozman (Edited) THE MODERNIZATION OF CHINA, The Free Press, New York１９８１. pp.４７３－
４７８．
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たのだといわざるを得ない。
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Urban family register and Rural family register in China:
Survey studies of “Quality of Working Life”──（２）

ABSTRACT

This paper is the first survey study in China on Occupational Life Consciousness. The survey was

conducted in Tianjin, Shanghai, Beijing, Hunan, and Hubei in January of１９９８, March of１９９８ (Sec-

ond Survey), and September of１９９８ (Tertiary Survey), to learn about Chinese “Quality of Working

Life” under the following headings:

１．The beginning

２．The questions

３．The questions asked in the previous stady

４．The question of Family register institution

５．Guanxi is expected in the course of employment

６．Postscript

Key words: Occupational mobility, Guanxi, Family register institution
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